
(研究資料)

ピッテルリッヒ法について (2 ) 

(Research materials) 

On the Bitterlich's Method (2) 

Eishoh OHTOMO, Masahisa NISHIZAWA, Kazuo NISHITANI, 

Akira MANABE and Jiro MINAI 

大 8ーふーら・ 栄 松(1)・西 沢 正 久(2)

西 谷 和 雄日〉・真 辺 昭仰

薬 袋 次 郎(5)

まえがき

胸高断面積測定器の精度についての検討を行なうため，長野営林局管内浅間経営区 21 林班L 、小班カラ

マツ林分 (60年生)において昭和 30 年 8 月， 1 つのテストを試みた。われわれの目的はまず第 l に測定

器が機械，スリット帽，それを用いる個人によって異なる断面積をわれわれに知らせるか否かを検討する

ことであり，第 2 にその測定にかたよりが存在するか否かを実験的に検討することであった。ついで全体

推定に対しての点の抽出密度についての検討もあるが，これは本報告においては触れていなL 、。

これらの目的のため，前記小班内に 100mxl00m (1 ha) の正方形の面積を設定し，これを 20mx20m

のプロックに分割し，さらにそれを 10mxl0m のプロットに分けて(第 1 図参照)全立木の位置図を描

き，各林木の胸高直径を測定し，樹高は小標本を抽出して測高器により測定した。機械別，個人別，プロ

ッ夕方向別の分析およびスリット幅別，個人別，プロァ夕方向別の分析は内部プロックにおいて検討し，

位置図を実際測定の値によってかたよりの検討を行なった。機械数は 4 個，個人は 4 人，およびスリット

幅では， No. 1 , No. 2 , No. 4 の 3 種類，個人は 3 人でおのおのの場合プロック方向は傾斜面に平行な

方向(1) および直角な方向(II) の 2 種類であった。

E 試験地の設定および測定

第 1 図のごとく南北に走る線を西から 20m間隔ごとに O. 1 , 2 , 3 , 4 , 5 の番号を付し，東西に

走る線を北から同じく 0 ， 1, 2 , 3 , 4. 5 の番号を付してプロック番号を東西の線番号を10位，南北

の線番号を 1 位の数にして 2 けたの数字で表わした。すなわち 00， 01 , 02,……40, 41，……44 のごと

き 25 のプロックを作った。さらにこの 20mx20mのプロック内を 10mxlOmのおのおの 4 つのプロッ

トに分割し，各プロック内でプロック番号の最後に 1 から 4 までの数字を付し 3 けたの数字でプロット

(1 ) 経営都測定研究室長 (2)-(5) 経営部測定研究室員 (3) 高知営林局計画課
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第 l 図試験地プロックおよびプロット

番号を表わした。その順序はプロックごとに北西，

北東，南西，南東の順である。プロックおよびプロ

ット番号はその北西隅の点によって表わしたο

立木位置図はこのプロット単位に描かれた。位置

図り作成後胸高直径を東西，南北 2 方向につき測定

した。樹高はプロットの西北隅と南東隅の 2 本ずつ

計 50 本をワイゼ測高器により測定しt.2 o

胸高断面積損ú定器による測定は次のように行なわ

れた。

(1) スリット幅 No.4 でもって A の人は 013，

113, 213…..413……023, 123……223……443 (第 1 図×印) の 20 点， B は 102, 202, …...402…・・・ 142，

242……442 (第 1 図ム印)の 20 点， c は 004， 104……404……044, 144……444 の 25 点においてそれ

ぞれ 2 回測定した。

(2) 機械を a ， b , c , d ，個人を A ， B , C , D として NO.4 のスリット幅でもってプロッ夕方向

(1)に対して第 2 図のごとき地域に対して 4 つのプロットを 1 つのブロックとしてその番号を①.②，
③，④として， 11, 12, 13, 14, 21, 22, 23, 24, 31 , 32, 33, 34, 41 , 42, 43 , 44 なる点でそれぞれ 2

回測定した。

機械，個人，プロックの割当てはラテシ方格により第 1 表のようであった。

① 11 i 12 i 13 14 

21 ~ 22 ~ 23 i 24 

31 32 i 33 i 34 

41 i 42 i 43 : 44 

@ 

③ 

③ 

第 1 表機械，個人，プロックの割当て

ー

ハ
しB

 
A
 

a ① ② ③ ④ 

b ② ③ ④ ① 

c ③ ④ ① ② 

d ④ ① ② ③ 

第 2 図 プロック方向(1)

プロック方向 (II) に対しても同様に第 2 表のように割り当てた。プロック方向 (II) は第 3 図のよう

ずCある。

11 112 1 13 114 

り|空(空 1 プ
31 1 匁 1 33 1 34 

41 1 42 1 43 I 44 

第 2 表機械，個人，プロックの割当て

瓦主主1 A I B 1 C I D 

a ④ ① ② @ 

b ① ② ③ ④ 

C ② ③ ④ ① 

d ③ ④ ① ② 
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(3) スリット幅を No. 1 , No. 2 , No・ 4 の 3 種類に対してそれぞれ a ， b , C なる符号を付し，個

人をA ， B , C , D としてプロッ夕方向 0) に対しては第 3 表のごとく割り当てた。プロックは第 4 図

のごとくである。

① 12 13 14 

22 23 24 

32 33 34 

② 

③ 

第 4 図ブロック方向(1)

第 3 表スリット[橿，個人，プロック別割当て

A c
一
②
③
①

B
 

a 

b 

c 

ブロック方向 (ll) に対しては第 5 図，第 4 表のごとくであった。
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第 5 図プロッ夕方向 (ll)

第 4 表 スリット幅，個人，プロック別割当て

A B C 

③
①
②
 

a 

b 

c 

直 資料の分析

A. 個人毎点抽出による推定値

全林毎木による全胸高断面積は 20.0 m2 であった。 ll. í1)による測定結果は 95;'-6信頼度で次のとおり

であった。

A : 17.8土 2.45 m2 変動係数 c =29.8% 

B : 18. 4:t1. 72 m2 C =19.85ぢ

C : 19. 8:t 1. 64 m2 C =20.1% 

百分率誤差 P=13.8%

p= 9.3% 

p=  8.3% 

3 者の潟u定共真値 20.0m2 を含む。個々の点のかたよりについては後述する。 1 ha に対して点 20-

25 点の抽出で変動係数が 20-30%，百分率誤差が 8-14%であることが予測される。この抽出密度に

関しては本報告においてはこの程度にして，図上での検討は別に稿をあらためたい。

B. 機械別，個人別，ブロック別の分析

B. 1.プロック方向(1) E-W 

ll.(2)で述べた方法による測定結果は次表左のとおりである。単位は m2 である。

分散分析の結果は次表右のとおりである。

機械間，個人間には差が認められないが，プロック聞には差が認められた。われわれの常識どおり等高

線に平行なプロック聞には差があることが認められる。
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分散分析表

~~~~~J A I B I c I D 

a 99 79 72 70 

b 91 72 66 88 

c 78 67 94 76 

d 66 90 87 76 

B. 2. ブロック方向 (II) 

機械

個人

プロック問

誤差

全体 11712

L 33 

35_00 

486_33** 

24.0。

15 

測定結果は次表左のとおりであり，分散分析の結果は次表右のとおりである。

料 1 ~ぢ有意水準で有意差のあるものを示す。

市ごいい I c I D 

a 77 87 76 88 

b 84 74 92 68 

c 81 82 86 76 

d 91 72 89 74 

4.66 

7L 00 

75_66 

60.83 

明
町
府
町
四
同

庁
ノ

械
人
ツ

ロ

機
伺
プ

誤
一
全

差

819 15 

プロック方向 (ll)，すなわち谷から峰にかけての方向に対して機械，側人，プロックいずれも差は認

められなかった。

c. スリット幅別，個人別，プロック別の分析

C. 1. ブロック方向(I)

II. (3)で述べた方法による測定結果は次表左のとおりである。単位は m2 である。

分散分析の結果は次表右のとおりである。

分 散 分 析 表

|平方和|自由度|平均平方
スリット幅問 61 2 30.5 

a 4:': 65 {凶 人 問 143 2 7L 5 

b 58 53 50 プロック間 231 2 115_ 5 

誤 差 65 2 32.5 
c コ今 l コむ | 68 

全 500 8 

し、ずれも差は認められないが，プロック聞の平均平方は大きい。

C. 2. プロッ夕方向 (ll)

測定結果は次表左のとおりである。

分散分析の結果は次表右のとおりである。

L 、ずれに対しても差は認められない。すなわち，いずれのブロック方向に対してもスリット幅を変える
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分散分析表

|平方和|自由度|平均平方
スリット嘱間

a 4全国 :>L: 53 個 人 問

b 56 52 54 プロック間

誤 差
c うU I む4 I 62 

全 体

ことによって断間積推定値には著しい差が認められないといえる。

D. かたよりの分析

226 8 

44.5 

23.5 

20.0 

25.0 

立木位置図によって，各立点から各スリット慢によって得られる実際の本数が机上で得られる。この実

際本数 (A) と ìJltl定本数 (M) との差を各立点でとれば， B=A-Mがかたよりと考えられる。以下各場

合につきかたよりの分析を試みる。

D.1. 個人m点抽出の資料に基づくカ・たよりの分析

以下 No. 4 なるスリァト幅で，数えた本数で取り扱う。

A : 20点観測に基づくかたよりの平均をB， その標準誤差をおとするとき，

BA=0.6 S8A=0.22 

でBが負をとる場合は， 20 観測中 2 つのみであった。だしイ品、過小推定といえる。 BA=0.6 が O と差

があるか否かを検定すると，

t =0.6/0.22=2. 727>t (0.05. df = 19) =2. 093 

かたよりは O とみなされな l '0 しかも推定値の標準誤差を SMA とすれば，

BA/SMA=O. 6/1. 326=0. 45>0.10 

で，このかたよりは出意すべきである。実際にこのかたよりは約 2.5 m2 であり， 総胸高断iln償却がの

12. 5~ぢにも当たるくらいの大きさである。

B :20 観測中Bが負をとるのは 1 つのみで過小推定といえる。

BB=0.44 SBB=O.ll 

t =0.44/0.11 =-1. OO>t (0.01 , df = 19) =2. 861 

かたよりは著しく有意である。また

BB/SMB=O. 44/0. 912=0. 482>0.10 

であり，かたよりは大きい。

C : 25 観測中Bが負をとる場合は 4 つであった。

Bc =0.26 SBc =0.137 

t =0.26/0. 137 = 1. 912 

O と差は認められないが， Bc /SMc =0.26/0.996=0.26>0.10 

で，やはり注意すべき量である。

次にこのかたよりが個人ごとに差があるかどうかを検討すると
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A

B

C

 

0.60 

0.44 

0_26 

測数n I 分
20 

20 

25 

散 5Si2 平方和 5.;2

0.9368 17, 800 
0_2360 4, 484 
0_4660 11 , 185 

か Tこより Bi 

であるから，分散に差が認められないものはA と C ， B と C であり， A と B は分散に差が認められる。

通常のように分散に差が認められないものに対しては

t=-(BAてん-) j-ヲZEE­
一-rr r nA十 nc

fこだーし

-
nA+nC-2 

によって検定すればA と C ， B と C いずれも差が認められない。

分散に差が認められる A と B に対しては WELCH の方法で検定を行なうと差が認められない (WE1CH

の方法は

v= (BA-Bs)/ν5A2/nA+5s2/ns 

を計算 L，等価自由度内の t 表のパーセント点、と比較して検定する方法である)。等価自由度予o は

件。 = {5A2jnA +5S2/ns} 2/ {(5A2/nA)2/ (nA 一 1)+(5s2/町)2/(nsー 1)} 

すなわち，いずれも個人間にはかたよりの差は認められない。

D.2. 機械別，個人別，プロック別のかたよりの分析

Bで述べたラテシ方格についてかたよりが機械，個人，プロックによって差が認められるかどうかの分

析をする。得られたかたよりは次の左表のとおりである。

分散分析を行なえば次表右のとおりである。

プロック方向(I)

計 s. S. d.f. M.S. 

a U. r::> U. ￥コ -l.UU U.::>U 。 機械問 L 1563i 3 0.385 

b -0_ 25 -LOO L 50 L 50 1.75 個人間 0_5313 3 0_ 177 

c -1.50 0_50 -0_ 50 0.50 1.00 プロック問 13_8438 3 4.615*キ

d L 50 1.00j -1.25 一2.00 一 0_ 75 誤 差 3_ 7186 6 0.620 

計 0.251 -1.251 。 全

ブロック聞のみ，かたよりの差が認められる。

ブロック方向(1I) 

計算されたかたよりは次表左のとおりである。

プロック方向(1I)に対して過大推定をしていることが注意される。

分散分析を行なえば次表右のとおりである。

し、ずれも差が認められないがプロック聞は割合大き L 、。
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計 S. S. I d.f. 

a -4_00 機械問 0_8867 3 0.296 

b -L50 個人間 13_2305 3 4_416 

c 3.25 ブロック問 2L 6680 3 7.222 

d -3_50 誤 差 9.1484 6 L 525 

計 全

D.3. スリット幅別，個人別，プロック別のかたよりの分析

Cで述べたラテシ方格についてかたよりが，スリット幅，個人，プロックによって差が認められるか否

かを分析する。得られたかたよりは次の表左のとおりである。なお NO.2 および NO.4 のかたよりはそ

れぞれ得られた数値を 2 倍， 4 倍したものである。分散分析を行なえば次表右のとおりで，いずれも差は

認められない。

プロック方向 C I)

ぷ~I A 

No.1 

No.2 

No.4 

計 30 

計

24 

15 

0 

39 

ブロック方向 Cll) については次のとおりである。

No. 1 17 13 10 40 

No. 2 2 12 。 14 

No. 4 10 2 -8 4 

計 29 27 58 

スリット幅間

個 人 間

プロック問

誤 差

全 体|

スリット幅問

f固 人 間

プロック間

誤 差

全 体

L 、ずれも差は認、められないが，スリット幅聞は少し大きいようである。

D.4. 個人内および個人間のスリット恒によるかたよりの分析

98 2 49 

149 2 74_5 

33 2 16_ 5 

170 2 85 

450 

d. f. 

230 2 115 

151 2 75_5 

104 2 52 

15 2 7_5 

500 

前[の分析においてはスリット恒，個人，プロックについては差が認められなかったが，プロック方向

Cn) においてはそれぞれの分散は割合大であるにもかかわらず，白由度が小さいため差は認められない

としヴ結果になった。したがって，ブロック方向 C 1), C ll) を一緒にして個人内，個人間でスリット I慣

によってかたよりに差があるかどうかを検討する。

分析資料は次のとおりである。
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個 I ~ 11 1 m'" I かたより平均 |かたよりの分散 I W' -� "'~ C~ 2 I 人|スリット煩 I "èB乃 |(S822) |平方和 5bi2 I 観測数 n

No. 1 5.8 2.6 13 6 

A No. 2 1.6 7.2 36 6 

No. 4 2_4 18.3 91 6 

No. 1 3.3 3_0 15 6 

B No. 2 2.8 7.0 35 6 

No. 4 -1.2 10_6 53 6 

No. 1 L5 9_0 45 6 

C No. 2 0_3 7_ 1 35 6 

No. 4 -0.4 23.1 115 6 

分散比に差が認められるのは.Aの No. 1 と No.4 のみである。差の認められないものについて

t=(BA-B8)/，，!三空豆互
• n(n-1) 

df=2(n-1) 

で検定を行なえば，差が認められるのは

A :1河o. 1 と NO.2

B : No. 1 と No. 4. NO.2 と NO.4

NO.1 : A と B ， A と C

分散が等しくないと認められる Aの No. 1 と No. 4~.こ対しては. WELCH の方法で検定を行なえば差

が認められなし、。この結果個人間でも倒人内でも No. 1 は他の 2 っと差があるように思われる。

四むすび

機械，スリット幅. {I倒人，プロックに対する胸高断面積測定器による浅間経営区のテストで次のことが

わかった。

(1) 機械問，個人1m，プロック問の検定によって前 2 者はL 、ずれも差は認められないが，プロック方向

(1)すなわち等高線に直角なプロック問には差が認められた。この傾向は全林毎木による立木位置図か

らも確認される。

(2) スリット幅問，個人間，プロック問の検定によれば，いずれも差は認められなかった。

(3) 立木位置図泊、ら数えた実際{直との比較による個人の NO.4 のスリット帽に対するかたよりの分析

は 3 人のうち 2 人はそのかたよりは有意であることがわかった。機械，スリット恒，個人の分析ではかたよ

りの差は認められないが，その自由度が小にすぎたためであると思われるので，こみにした資料で個人

内，個人間のかたよりの検定を行なった結果，個人内でも，個人間でも NO.4 は著しく違うようである c

実際測定においてもスリット幅 No.1 は測定困難でかたよりの導入が容易であるので No. 4 の使用が妥

当と思われる。

(4) いずれにしてもかたよりの存在は認められるが抽出密度を 1 ha に対して 20-25 点ではL 、ずれも

8-13%の誤差率で真の総断面積を含むことがわかった。抽出密度に関しては稿をあらためて論じたい。
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付表 1. 毎木調査によるプロック別胸高断面積

プロック番号| 胸高断面積 (m2) 11 プロック番号|
00 

10 

20 

30 

40 

01 

11 

21 

31 

41 

02 

12 

22 

個 点

013 

113 

213 

313 

413 

423 

323 

223 

123 

A 023 

033 

133 

233 

333 

433 

443 

343 

243 

143 

043 

0_882 32 

0_952 42 

0_624 03 

0_ 736 13 

0816 23 

0_889 33 

0.927 43 

0_568 04 

0_590 14 

0_ 707 24 

0_868 34 

0_989 44 

0_839 計

付表 2. 個人別点抽出による胸高断面積

(スリット嘱 No. 4) 

本 数

計

5 5 10 

4_5 4.5 9 

3.5 3_5 7 

5 4.5 9_5 

4.5 4_5 9 

3 3 6 

3.5 4 7.5 

2 2_5 4_5 

7 7 14 

6 6 12 

6_5 7 13.5 

5_5 5 5 11 

4 4 8 

4 3.5 7.5 

2.5 3 5_5 

3 3 6 

4 4 8 

4 4 8 

4_5 5 9.5 

6_5 6 12.5 

胸高断面積 (m2)

0.751 

0_ 755 

0.971 

0_904 

o 550 
0_882 

0_ 791 

0_826 

0_807 

0_904 

0_ 745 

O. 722 

19.995 

ha あたり胸高断面積
m! 

20 

18 

14 

19 

18 

12 

15 

9 

28 

24 

27 

22 

16 

15 

11 

12 

16 

16 

19 

25 
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付表 2 (つづき)

本 数 ha あたり胸高断面積個 人 立 点
計 押包2 

142 4 4 B 16 

132 6 6 12 24 

122 6.5 6.5 13 26 

112 6.5 6 12.5 25 

102 4 5 9 18 

202 5 4.5 9.5 19 

212 3.5 3 6.5 13 

222 4.5 4.5 9 18 

232 4.5 5 9.5 19 
B 242 5 5.5 10.5 21 

342 4.5 4 8.5 17 

332 5.5 4.5 10 20 

322 4 4.5 8.5 17 

312 5 4.5 9.5 19 

302 4 5 4.5 9 18 

402 4 4.5 8.5 17 

412 3.5 3.5 7 14 

422 4 4 8 16 

432 3 , 3 6 12 

442 5 5 10 20 

004 5 4 9 18 
104 5.5 4.5 10 20 
204 3 3 6 12 
304 5 5 10 20 
404 5 5 10 20 

014 5.5 5.5 11 22 
114 5 6 5.5 11 
214 3 3.5 6.5 13 
314 4.5 4.5 9 18 
414 4.5 4.5 9 18 

C 024 6 6 12 24 
124 6 6 12 25 
224 6 6.5 12.5 25 
324 3 4 7 14 
424 4 4 8 16 

034 7 7 14 28 
134 5.5 6 11. 5 23 
234 4 4 8 16 
334 5.5 5.5 11 22 
434 4 4 8 16 

044 5 6 11 22 
144 7 6.5 13.5 27 

-244 匂一 十一ー 4 f--- 4._ 8 16 
344 5 4.5 9.5 19 
444 4.5 5 9.5 19 
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付表 3. 機械別，個人別，プロック別胸高断面積(スリット幅 No.4)

プロ .~ ク方向 (1) プロ .ノ 夕方向 (rrJ 

個 機|プ 立 本 数 haあたり 機 プ 立 本 数 haあたり
ロ

l判計 胸高断面積
ロ

1@]\2@]\ 計 胸高断面積
aノ ‘ノ

人 械|ク 占 m2 械 ク ，~ 9時2

11 6.5 26 

4ll5fillO| 

20 

( |12 6 6 112 24 
① 

1115.515.5111 22 
13 6 6 112 24 2115.515.5111 22 

a 1 1 ﾎ4 6 6. 5i12. 5 25 b 311 5 1 5 110 20 

プロック計 99 プロァク計 84 

26 42 12 

② |111 ノ I;~. 51 
20 

② 
12 6 16 112 24 

b 1 ¥t<) 1 ~~l~. ~l ~. 511~ 26 22 5.5i510.5 21 
241 4.51 5 1 9.5 19 c 32 6 16 112 24 

ブロック計 91 プロック計 81 
A 

20 43 5 6 111 22 

c 1 ( |;1ilili| 

20 
③ 

1316.5 6.5 13 26 
18 23 6.5 7 13.5 27 
20 d 33 4 4 B 16 

プロック計 78 プロック計 91 

18 16 

d 1 ( I ~~I ~ I ~ 11~ I 
12 

④ 
6.5112 24 

20 5.5110.5 21 
16 a 4 1 8 16 

プロック計 6正 プロック計 77 

24 1116 6 12 24 

d 1 ( |jHili li?| 

24 
① 

21 6 5.5 11.5 23 
20 31 5 5 10 20 
22 a 41 5 5 10 20 

プロック計 90 プロック計 87 

24 

a ( i21li J1111J 

L.V 
② 221; ノI~ 下

18 
20 20 

b 品門司 う t・ 12 

74 
B 

22 

③ iγ1 ~ 11~ 1 

'V 

( izliii12| 

20 

b|3341454518 0 
16 16 
20 c 24 

プロック計 72 プロック計 82 

12 5 20 

④ 1 2JlJJlL ノド | 
22 ( 2415 5 10 20 
16 341 4 4 8 16 
17 d 

4414 4 8 16 

プロック計 67 |プロック計 72 
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ブロック方向(1) プロック方向(lIJ

個 機|プ立本数 haあたり械プ立本数 haあたり
て 1,,=1 胸高断面積 ~ I 11=1 ,,=1 胸高断面積

人|械|ク点 l回12回|計 m2 機ク点 l回|2回|計 m2 

C 

D 

1316.51 6112.51 25 1 1 1 2115.515.5111 1 22 
① ||14661224 ① 311 5 1 5.5110.51 21 

1 15.5510.521d  415.55.51 122  
C 121 6 1 6 11224  u 1 1 111 6 1 611224  

ブロック計 94 プロック計 四

20 
20 

d , ~ム 1..... 1...... ム~ ~τ1 ~ 1 ~ 1 421 3 1 3 1 6 1 12 , つつ I A d A d r. 10  a 門| ζ | ご |百円 24 

76 

24 
20 

h --, -. -, .-・ 5111 1 22 a I η'" 戸 I ~ 111"¥ r'lf"¥ U 噌内 I ~ 戸 I ~ 戸h 内 26 

92 

24 
20 

b I 1 :7~I:; 1:; 1 ~ 1 :;; i c 1 7~I ~ 1;:: 1; よ |2223 

86 

18 
16 

I ﾎ31 6 I 6 I ﾎ2 I 24 Cli1651651ii|2D  

ブロック計 88 プロック計 76 

16 1 1 1 321 5 1 5 110 1 20 

② ノ ノ i 、J 20 @ 42336  12 
4 1 4 1 8 1 16 1 . 1 ~ 1 121 6 1 6 112 1 24 

c 1 1 231 6 1 6 112 1 24 1. d2214.514.519 1 lE3 

76 プロ w ク普十 74 

16 

③ ノム ノ 5 110 1 20 
321 6 1 6 112 1 24 

d 13 34  1 4 1 8 1 161  a 

ブロック計 76 

16 
16 
20 

a 1 1 A つ1" ,,1 c d ,; 1ηη1 b 1η41 4 1 4 1 8 1 16 

68 
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付表 4. スリット幅別，個人別，プロック別胸高断面積

ブロック方向(1I) プロック方向(1)

個
ス

プ 立 本 ha あたり ス
プ 立 本 ha あたり

リ リ
ロ

胸高断面積
ロ

胸高断面積ツ
ツ

‘ノ
‘ノ

人
ト

ク 点 数 押l2 ト
ク 占 数 押l2

申冨 幅

12 18 18 32 13 13 
① 22 17 17 ③ 33 15 15 

No.1 32 13 13 No.1 34 14 14 

プロック計 48 プロック計 42 

9 18 9 18 

A 12 24 9 18 
No.2 7 14 No.2 II 22 

プロック計 56 プロック計 58 

20 22 16 
( 24 16 ② 23 22 

No.4 34 14 No.4 24 16 

プロック計 50 プロック計 54 

18 

( I ~~I 
I゚ 

( 32 5.5 22 4_5 18 
No.4 12 6 24 No.4 5_5 22 

プロック計 64 プロック計 58 

23 18 18 18 18 
B ② 33 16 16 ① 21 21 

No.l 13 18 18 No.l 22 22 

ブロック計 52 プロック計 61 

241. 7.5 15 23 10 20 
③ 34 9 18 ② 24 7.5 15 

No.2 14 9.5 19 No.2 22 9 18 

プロック計 52 ブロック計 53 

8 16 10 20 
① 9 18 ( 32 8 16 

No.2 10 20 No.2 33 7 14 

プロック計 54 プロック計 50 

34 4 16 14 6 24 

C ② 13 5 20 ① 12 6 24 
No.4 23 6.5 26 No.4 13 5 20 

プロック計 62 ブロック計 68 

17.5 21 21 
③ 17.5 17.5 @ 24 24 

No.1 18 18 No.1 20 20 

プロック計 53 プロック計 65 
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付表 5. 立木位置図より算出した各点での実際本数および笑際の胸高断面積

(かたより計算の資料)

立点同時刻|立点同|時刻|立点 l本数回聯|立点|叫静
004 6 24 114 6 24 234 5 20 344 5 20 

013 5 20 123 7 28 243 4 16 402 4 16 

014 6 24 124 7 28 244 4 16 411 5 20 

023 7 28 133 6 24 302 5 20 412 4 16 

024 6 24 134 6 24 311 5 20 421 3 12 

033 7 28 143 5 20 312 5 20 422 4 16 

034 7 28 144 7 28 321 5 20 431 6 24 

043 6 24 202 6 24 322 5 20 432 4 16 

044 6 24 211 5 20 331 3 12 441 4 16 

102 4 16 212 3 12 332 5 20 442 4 16 

111 5 20 222 5.5 22 341 4 16 404 6 20 

112 6 24 231 4 20 342 5 20 413 6 24 

121 6 24 232 5 16 304 4 16 414 5 20 

122 7 28 241 5 20 313 7 28 423 3 12 

131 6.5 26 242 3 20 314 5 20 424 4 16 

132 6 24 204 4 24 323 3 12 433 3 12 

141 6 24 213 4 12 324 3 12 434 4 16 

142 4 16 214 3 16 333 7 28 443 5 20 

104 6 24 223 6 334 6 24 444 3 12 

113 5 20 233 4 343 4 16 

(ロ) スリット幅 No.l (ハ) スリット幅 NO.2

立 点(本数 I haあたり胸断面積 m2 立 点 |本数 Ih…胸高断繭 m2
12 25 25 13 11 22 

22 20 20 23 11 22 

32 19 19 33 7 14 

33 20 20 12 11 22 

34 21 21 14 11 22 

23 23 23 24 10 20 

13 22 22 34 11 22 

14 21 22 8 16 

24 21 21 32 B 16 


